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5 静岡県第4次地震被害想定結果 

 

5-1 静岡県第4次地震被害想定結果（御前崎市のみ抜粋） 
 

1 想定結果の概要 

（1）建物等被害に係る想定結果  

【地震動：基本ケース、津波：ケース①】 

（単位：棟） 

項目 被害区分 
予知なし 

予知あり 
冬・深夜 夏・昼 冬・夕 

地震動 
全壊  約2,000   約2,000  

半壊 約2,600  約2,600  約2,600  約2,600  

液状化 
全壊  －  － 

半壊 約20  約20  約20  約20  

人工造成地 
全壊  約80   約80  

半壊 約200  約200  約200  約200  

津波 
全壊  約700   約700  

半壊 約300  約300  約300  約300  

山・崖崩れ 
全壊  約20   約20  

半壊 約50  約50  約50  約50  

火災 焼失 約10  約10  約90  － 

建物棟数  16,648    

建物被害総数 
全壊及び焼失 約2,800  約2,800  約2,900  約2,800  

半壊 約3,200  約3,200  約3,200  約3,200  

建物被害率 
全壊及び焼失 約17%  約17%  約17%  約17%  

半壊 約19%  約19%  約19%  約19%  

 

ブロック塀等転倒数 約100件 

屋外落下物が発生する建物数 約400棟 

｢－｣：被害わずか 

（注）１ 端数処理のため合計値が各数値の和に一致しない場合がある。 

２ 全壊：災害の被害認定統一基準による自治体判定基準に基づく全壊 

３ 半壊：災害の被害認定統一基準による自治体判定基準に基づく半壊 
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【地震動：陸側ケース、津波：ケース①】 

（単位：棟） 

項目 被害区分 
予知なし 

予知あり 
冬・深夜 夏・昼 冬・夕 

地震動 
全壊  約800   約800  

半壊 約1,900  約1,900  約1,900  約1,900  

液状化 
全壊   －  － 

半壊 約20  約20  約20  約20  

人工造成地 
全壊  約40   約40  

半壊 約100  約100  約100  約100  

津波 
全壊   約700   約700  

半壊 約400  約400  約400  約400  

山・崖崩れ 
全壊  約20   約20  

半壊 約50  約50  約50  約50  

火災 焼失 － － 約10  － 

建物棟数  16,648    

建物被害総数 
全壊及び焼失 約1,600  約1,600  約1,600  約1,600  

半壊 約2,500  約2,500  約2,500  約2,500  

建物被害率 
全壊及び焼失 約10%  約10%  約10%  約10%  

半壊 約15%  約15%  約15%  約15%  

 

ブロック塀等転倒数 約90件 

屋外落下物が発生する建物数 約90棟 

｢－｣：被害わずか 

（注）１ 端数処理のため合計値が各数値の和に一致しない場合がある。 

２ 全壊：災害の被害認定統一基準による自治体判定基準に基づく全壊 

３ 半壊：災害の被害認定統一基準による自治体判定基準に基づく半壊 
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【地震動：東側ケース、津波：ケース①】 

（単位：棟） 

項目 被害区分 
予知なし 

予知あり 
冬・深夜 夏・昼 冬・夕 

地震動 
全壊  約6,000   約6,000  

半壊 約2,700  約2,700  約2,700  約2,800  

液状化 
全壊  －  － 

半壊 約20  約20  約20  約20  

人工造成地 
全壊  約200   約200  

半壊 約700  約700  約700  約700  

津波 
全壊   約500   約500  

半壊 約200  約200  約200  約200  

山・崖崩れ 
全壊  約30   約30  

半壊 約70  約70  約70  約70  

火災 焼失 約70  約100  約300  約10  

建物棟数  16,648    

建物被害総数 
全壊及び焼失 約6,900  約6,900  約7,100  約6,800  

半壊 約3,700  約3,700  約3,700  約3,700  

建物被害率 
全壊及び焼失 約41%  約41%  約43%  約41%  

半壊 約22%  約22%  約22%  約22%  

 

ブロック塀等転倒数 約300件 

屋外落下物が発生する建物数 約2,400棟 

｢－｣：被害わずか 

（注）１ 端数処理のため合計値が各数値の和に一致しない場合がある。 

２ 全壊：災害の被害認定統一基準による自治体判定基準に基づく全壊 

３ 半壊：災害の被害認定統一基準による自治体判定基準に基づく半壊 
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（2）人的被害に係る想定結果  

【地震動：基本ケース、津波：ケース①】 

（単位：人） 

項目 被害区分 
予知なし 予知あり 

冬・深夜 夏・昼 冬・夕 冬・深夜 夏・昼 冬・夕 

建物倒壊 

（うち屋内収容物

移動・転倒、屋内

落下物） 

死者数 
約50  約30  約40  約20  約10  約10  

（約10） （－） （－） （－） （－） （－） 

重傷者数 
約200  約500  約200  

（約10） 

約60  約100  約70  

（－） （約20） （約10） （－） （－） 

軽傷者数 
約700  約700  約600  

（約50） 

約200  約200  約200  

（約10） （約70） （約60） （約20） （約10） 

津
波 

早期避難率高

＋呼びかけ 

死者数 約500  約800  約600  約100  約200  約200  

重傷者数 － － － － － － 

軽傷者数 約10  － － 約10  約10  約10  

早期避難率低 

死者数 約1,000  約1,900  約1,400  約100  約200  約200  

重傷者数 約40  約30  約30  － － － 

軽傷者数 約70  約50  約60  約10  約10  約10  

山・崖崩れ 

死者数 － － － － － － 

重傷者数 － － － － － － 

軽傷者数 － － － － － － 

火災 

死者数 － － － － － － 

重傷者数 － － － － － － 

軽傷者数 － － － － － － 

ブロック塀の 

転倒、屋外落下物 

死者数 － － － － － － 

重傷者数 － － － － － － 

軽傷者数 － － － － － － 

死
傷
者
数
合
計 

早期避難率高

＋呼びかけ 

死者数 約600  約900  約600  約100  約200  約200  

重傷者数 約200  約500  約300  約60  約200  約80  

軽傷者数 約700  約700  約600  約200  約200  約200  

早期避難率低 

死者数 約1,100  約2,000  約1,400  約100  約200  約200  

重傷者数 約200  約500  約300  約60  約200  約80  

軽傷者数 約700  約800  約600  約200  約200  約200  

自力脱出困難者

数・要救助者数 

地震動 約200  約200  約200  約70  約60  約60  

津波 約80  約600  約300  約10  約70  約30  
｢－｣：被害わずか 

（注）１ 端数処理のため合計値が各数値の和に一致しない場合がある。 

   ２ 倒壊：建物が構造的に倒壊・崩壊した状態を指し、岡田・高井（1999）による建物破壊パター

ンチャートのＤ５以上相当。全壊に含まれる。 

３ 重傷者：１ヶ月以上の治療を要する負傷者 

４ 軽傷者：１ヶ月未満の治療を要する負傷者 

（※）  夏・昼発災（予知なし）の場合、海水浴客の津波による死者数の増分は、約100人（早期避難率

高＋呼びかけ）～約300人（早期避難率低） 

（※）   予知あり時における発災時の津波からの避難行動は、早期避難率低と同じとした。 
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【地震動：陸側ケース、津波：ケース①】 

（単位：人） 

項目 被害区分 
予知なし 予知あり 

冬・深夜 夏・昼 冬・夕 冬・深夜 夏・昼 冬・夕 

建物倒壊 

（うち屋内収容物

移動・転倒、屋内

落下物） 

死者数 
約10  約10  約10  － － － 

（－） （－） （－） （－） （－） （－） 

重傷者数 

約90  約200  約100  

（約

10） 

約20  約60  
約30  

（－） 
（約

10） 

（約

10） 
（－） （－） 

軽傷者数 

約400  約400  約300  

（約

30） 

約100  約100  約100  

（約

10） 

（約

40） 

（約

30） 

（約

10） 

（約

10） 

津
波 

早期避難率高

＋呼びかけ 

死者数 約500  約800  約500  約100  約200  約200  

重傷者数 － － － － － － 

軽傷者数 約10  － － 約10  約10  約10  

早期避難率低 

死者数 約1,000  約1,900  約1,400  約100  約200  約200  

重傷者数 約40  約30  約30  － － － 

軽傷者数 約70  約50  約60  約10  約10  約10  

山・崖崩れ 

死者数 － － － － － － 

重傷者数 － － － － － － 

軽傷者数 － － － － － － 

火災 

死者数 － － － － － － 

重傷者数 － － － － － － 

軽傷者数 － － － － － － 

ブロック塀の 

転倒、屋外落下物 

死者数 － － － － － － 

重傷者数 － － － － － － 

軽傷者数 － － － － － － 

死
傷
者
数
合
計 

早期避難率高

＋呼びかけ 

死者数 約600  約800  約600  約100  約200  約200  

重傷者数 約90  約200  約100  約30  約60  約30  

軽傷者数 約400  約400  約300  約100  約100  約100  

早期避難率低 

死者数 約1,000  約1,900  約1,400  約100  約200  約200  

重傷者数 約100  約200  約100  約30  約60  約30  

軽傷者数 約500  約400  約400  約100  約100  約100  

自力脱出困難者

数・要救助者数 

地震動 約60  約50  約50  約20  約10  約10  

津波 約80  約600  約300  約10  約70  約30  
｢－｣：被害わずか 

（注）１ 端数処理のため合計値が各数値の和に一致しない場合がある。 

   ２ 倒壊：建物が構造的に倒壊・崩壊した状態を指し、岡田・高井（1999）による建物破壊パター

ンチャートのＤ５以上相当。全壊に含まれる。 

３ 重傷者：１ヶ月以上の治療を要する負傷者 

４ 軽傷者：１ヶ月未満の治療を要する負傷者 

（※）  夏・昼発災（予知なし）の場合、海水浴客の津波による死者数の増分は、約100人（早期避難率

高＋呼びかけ）～約300人（早期避難率低） 

（※）   予知あり時における発災時の津波からの避難行動は、早期避難率低と同じとした。 
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【地震動：東側ケース、津波：ケース①】 

（単位：人） 

項目 被害区分 
予知なし 予知あり 

冬・深夜 夏・昼 冬・夕 冬・深夜 夏・昼 冬・夕 

建物倒壊 

（うち屋内収容物

移動・転倒、屋内

落下物） 

死者数 

約200  約100  約200  約70  約30  約50  

（約

20） 

（約

10） 

（約

10） 
（－） （－） （－） 

重傷者数 

約600  約1,200  約700  

（約

40） 

約200  約300  約200  

（約

10） 

（約

60） 

（約

50） 

（約

10） 

（約

10） 

軽傷者数 

約1,100  約1,500  約1,000  

（約

200） 

約300  約400  約300  

（約

40） 

（約

200） 

（約

200） 

（約

50） 

（約

40） 

津
波 

早期避難率高

＋呼びかけ 

死者数 約600  約900  約600  約100  約200  約200  

重傷者数 － － － － － － 

軽傷者数 約10  － － 約10  約10  約10  

早期避難率低 

死者数 約1,000  約2,000  約1,400  約100  約200  約200  

重傷者数 約40  約30  約30  － － － 

軽傷者数 約70  約50  約60  約10  約10  約10  

山・崖崩れ 

死者数 － － － － － － 

重傷者数 － － － － － － 

軽傷者数 － － － － － － 

火災 

死者数 約10  － 約20  － － － 

重傷者数 － － － － － － 

軽傷者数 － － 約10  － － － 

ブロック塀の 

転倒、屋外落下物 

死者数 － － － － － － 

重傷者数 － － － － － － 

軽傷者数 － － － － － － 

死
傷
者
数
合
計 

早期避難率高

＋呼びかけ 

死者数 約800  約1,000  約800  約200  約300  約200  

重傷者数 約600  約1,200  約700  約200  約300  約200  

軽傷者数 約1,100  約1,500  約1,000  約300  約400  約300  

早期避難率低 

死者数 約1,300  約2,100  約1,600  約200  約300  約200  

重傷者数 約700  約1,200  約700  約200  約300  約200  

軽傷者数 約1,200  約1,500  約1,100  約300  約400  約300  

自力脱出困難者

数・要救助者数 

地震動 約1,000  約900  約900  約300  約300  約300  

津波 約80  約600  約300  約10  約70  約30  
｢－｣：被害わずか 

（注）１ 端数処理のため合計値が各数値の和に一致しない場合がある。 

   ２ 倒壊：建物が構造的に倒壊・崩壊した状態を指し、岡田・高井（1999）による建物破壊パター

ンチャートのＤ５以上相当。全壊に含まれる。 

３ 重傷者：１ヶ月以上の治療を要する負傷者 

４ 軽傷者：１ヶ月未満の治療を要する負傷者 

（※）  夏・昼発災（予知なし）の場合、海水浴客の津波による死者数の増分は、約100人（早期避難率

高＋呼びかけ）～約300人（早期避難率低） 

（※）  予知あり時における発災時の津波からの避難行動は、早期避難率低と同じとした。 
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(3)津波の高さ 

（単位：T.P.+m） 

ケース① ケース⑥ ケース⑧ 左のうち最大 

最大 平均 最大 平均 最大 平均 最大 平均 

19 12 19 12 19 12 19 12 

 

(4)津波の最短到達時間 

（単位：分 四捨五入） 

 最 短 到 達 時 間 

+50cm +1m +3m +5m +10m 最大津波 

ケース① 4 4 7 11 12 20 

ケース⑥ 4 4 7 11 12 20 

ケース⑧ 5 6 9 12 20 21 

 

 (5)地盤変位 

港湾･漁港名 施設名 水深（m） 延長（m） 地盤変位（m） 変位後水深（m） 

御前崎港 

西埠頭 3 号岸

壁 
-7.5 130 2.0 -5.5 

西埠頭 4 号岸

壁 
-7.5 130 2.0 -5.5 

西埠頭 10 号

岸壁 
-14.0 280 2.0 -12.0 

 

 (6)上水道断水率 

管路延長 

（km） 

被害箇所数 

（件） 

被害率 

（件/km） 

断水率（％） 

直後 1 日後 7 日後 1 か月後 

約 400 約 2,600 5.83 100 99 81 45 

 

 (7)下水道機能支障人口 

処理人口 
機能支障率（％） 機能支障人口（人） 

直後 1 日後 7 日後 1 か月後 直後 1 日後 7 日後 1 か月後 

約 14,000 81 96 72 17 約 11,000 約 13,000 約 9,800 約 2,300 

 

 (8)停電件数・停電率 

需要家数 
直後 1 日後 4 日後 1 週間後 

停電軒数 停電率 停電軒数 停電率 停電軒数 停電率 停電軒数 停電率 

約 21,000 約 18,000 89％ 約 17,000 81％ 約 1,800 9％ 約 1,500 7％ 

 

 (9)固定電話の不通回線数 

回線数 

直後 1 日後 4 日後 1 週間後 

不通回線

数 

不通回

線率 

不通回線

数 

不通 

回線率 

不通回線

数 

不通 

回線率 

不通回線

数 

不通 

回線率 

約 9,600 約 8,700 91％ 約 8,100 84％ 約 1,800 19％ 約 1,100 12％ 
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 (10)携帯電話の被害数 

直後 1 日後 4 日後 1 週間後 

停波 

基地局率 

不通 

ランク 

停波 

基地局率 

不通 

ランク 

停波 

基地局率 

不通 

ランク 

停波 

基地局率 

不通 

ランク 

14％ - 84％ A 21％ - 19 - 

 

 (11)LP ガス供給停止需要家数 

需要家数 要点検需要家数 機能支障率 

約 11,000 戸 約 7,100 戸 65％ 

 

 (12)避難者 

1 日後 1 週間後 1 か月後 

避難者

数 

  
避難者

数 

  
避難者

数 

  

避難所 
避難所

外 
避難所 

避難所

外 
避難所 

避難所

外 

17,368 10,582 6,786 19,785 10,445 9,340 23,260 6,978 16,282 

 

 (13)医療対応不足数 

対応可能 

入院患者数 

要転院 

患者数 

重傷者数 

+病院死者数 

対応可能 

外来患者数 
軽症者数 

医療対応力不足数 

入院対応 外来対応 

約 20 約 50 約 1,400 約 60 約 1,500 約 1,400 約 1,500 

 

(14)医師一人当たり診療すべき患者数 

医療施設従事医師数 医療需要 医師一人当たり診療すべき患者数 

外科系 外科系以外 重傷者+病院死者 軽傷者数 外科系 外科系以外 

7 24 約 1,400 約 1,500 202 63 

 

 (15)救急搬送充足率 

救急自動車数 

（H24.4.1） 

搬送需要者数 

（重傷者+病院死者） 
救急搬送充足率 

5 約 1,400 6％ 

 

 (16)住的機能支障 

 発災後約 1 か月～約 2 年における中期的住機能支障（世帯） 

中期的住機能支障（世帯）［避難先別あるいは住宅再建方法別］ 
住
機
能
支
障
な
し 

自
宅
を
応
急
修

理
し
居
住 

従
前
場
所
で 

自
宅
新
築 

従
前
場
所
で 

自
力
仮
設 

別
の
場
所
に 

新
築
・
購
入 

親
族
、
知
人
宅 

勤
務
先
の
提
供 

す
る
施
設 

民
間
賃
貸 

借
上
げ
型
応
急

住
宅 

応
急
仮
設
住
宅 

公
営
住
宅 

一
時
使
用 

避
難
所 

そ
の
他 

合
計 

1,643 1,283 406 197 843 284 438 1,023 726 431 149 106 7,530 3,949 
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 発災後約 2 年～数年以降における長期的住機能支障 

中期的住機能支障（世帯）［避難先別あるいは住宅再建方法別］ 

住
機
能
支
障
な
し 

補
修
し
居
住 

従
前
場
所
で 

自
宅
新
築 

別
の
場
所
に 

新
築
・
購
入 

民
間
賃
貸 

親
族
、
知
人
宅 

公営住宅 

そ
の
他 

合
計  全壊 

 

半壊 

うち

年収

400

万円

未満 

1,520 2,113 543 1,317 506 1,399 1,135 682 264 131 7,530 3,949 

 

 (17)災害廃棄物等発生量 

災害廃棄物等発生量（千トン） 災害廃棄物等発生量（千㎥） 

災害廃棄物 津波堆積物 計 災害廃棄物 津波堆積物 計 

777 269～571 1,046～1,348 704 244～391 948～1,095 

 

 (18)1 日当たりの観光・出張客数 

観光目的 ビジネス目的 

合計 県内 県外 
小計 

県内 県外 
小計 

宿泊 日帰り 宿泊 日帰り 宿泊 日帰り 宿泊 日帰り 

94 563 367 1,090 2,115 44 2 149 101 296 2,411 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



御前崎市地域防災計画 資料編〈5.静岡県第4次地震被害想定結果〉 

 資料-5-10 

2 推定震度分布図 

この分布図は、静岡県第4次地震被害想定結果による。 

(1) レベル2の地震・津波(南海トラフの巨大地震；基本ケース) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) レベル2の地震・津波(南海トラフの巨大地震；陸側ケース) 
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(3) レベル2の地震・津波(南海トラフの巨大地震；東側ケース) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) レベル2の地震・津波(元禄型関東地震) 
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3 推定液状化危険度 

この分布図は、静岡県第4次地震被害想定結果による。 

(1) レベル2の地震・津波(南海トラフの巨大地震；基本ケース) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) レベル2の地震・津波(南海トラフの巨大地震；陸側ケース) 
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(3) レベル2の地震・津波(南海トラフの巨大地震；東側ケース) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) レベル2の地震・津波(元禄型関東地震) 
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